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             保育園自己評価表 

保育園は常に質の高い保育が求められているが、保育者は未来の子どもの成長を促す役割

や責任がある。そのためにも、保育者自身の人間性や専門性の向上を図ることは不可欠に

なる。自己評価を通して、保育の専門性を見つめる機会、そして評価とし次につなげる課

題とする。 

評価・次の基準によって評価欄に〇 ・△・×と記入する 

〇 
十分理解している(十分出来ている) 

△ 
理解している(できている) 

× 努力が必要である。 

 

 

１）保育の理念-目標・計画・評価 
内容 評価  

保育者保育指針と保育理念・目標の関係を理解し、保育過程を立てている。 〇 

保育過程に基づいた具体的な指導計画を作成している。 〇 

多様な保育需要に対して、地域や保育所の特性を考慮した柔軟な計画作成している。 〇 

各年齢の発達段階を理解し、それぞれの年齢に合った指導計画であり個々の発達にも

留意したものを作成している。 

〇 

保育士は、自らの保育実践を振り返り評価し、専門性の向上や改善に努めている。 〇 
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２） 保育内要 

内容 評価 

子どもの発達過程やその連続性を踏まえ、保育や生活の中で「ねらい」や「内容」

が達成されるよう、必要な事項に配慮して保育を行っている。 
〇 

評価結果をもとに、保育の改善に努めている。 〇 

子どもの気持ちを理解して信頼関係を築いている。 〇 

子どもたちが日々過ごすための安全な環境や適切な衛生状態に努めている。 〇 

身体的、精神的、情緒的発育や家庭環境及び食事習慣等、総合的に多面的に子ど

もの状態を把握している。 
〇 

食育の計画を作成して、日々の保育の中で子どもの「食を営む」の育成に向け、そ

の基礎を培わなければならないことを理解している。 
〇 

行事の種類や実施回数は適切に行われている。 〇 

行事のねらいを計画や実施に充分生かしている 〇 

行事の計画・実施・評価・改善(PDCA)の体制をとっている。 〇 

 

３）保育園の組織・役割分担 

内容 評価 

豊かな集団の育成を目指したクラス経営が進められ、各クラスの連携が円滑に行わ

れている。 
〇 

保育に関わる様々な知識や技能の向上に努め、悩みや疑問を解決するため、研修に

参加したり専門書を読むなどして自己研鑽を積んでいる。 
〇 

全職員は、施設内外の環境維持向上に努め、安全対策の共通理解や体制づくりに努

めている。 

〇 

職員間で常に報告・連絡・相談の体制が機能している。 〇 

火災・地震・不審者侵入・交通安全指導等の危機管理に努めている。 〇 



４）家庭地域社会 

5）務管理・運用 

内容 評価 

個人記録簿は、適切に記載し整理保管している。 〇 

職員に、園内で知り得た事柄に対しての守秘義務を周知徹底している。 〇 

各種会計を適正かつ適切に処埋している。 〇 

6 ）情報発信 

内容 評価 

「保育園だより(クラスだより・食育だより・保健だより)」、「ホームページ」

「コミュナビ」等で施設の情報を発信している。 △ 

 

総合所見: 

・今年度は保護者向け講演会を開催することができ、保護者へ子育ての情報を提供でき

た。また、個人面談を行い、情報を保護者と共有することで、よりよい育ちの見守りがで

きた。 

・今年度は子育て応援ディや地域との交流活動がスタートし定期的に行うようにできたこ

とはよかった。 

・クラスからのお便りなどは常に更新できているが、ホームページのフォトの更新が滞る

ことがあるので、更新速度を保護者の期待に応えるよう取組んでいきたい。 

・保護者アンケートの結果により、安全対策をさらに見直し強化し取り組んでいきたい。 

・園内研修として、毎月１回キャリアアップの学び合いを取り入れ職員が自己研鑽できた

ことは大きな成果となった。また、様々な分野の専門家をお招きして学んだことは、日々

の保育にも生かすことが出来た。 

内容 
評価 

家庭との連携を図るように努めている。 〇 

関係機関と連携を図り、有効な対応に努めている。 〇 

地域や保護者の意見を施設運営に反映している。 〇 


